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炉心管理コード(CASMO-4)を用いて OECD/NEA Burnup Credit Criticality Benchmark Phase III-C[1](以下、

Phase3C)を評価し、CASMO-4 で得られた組成データとベンチマークに参加した他コードで得られた組成デ

ータを比較し、福島第一原子力発電所損傷燃料の臨界評価への適用性を確認した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所 1/2/3 号機では、一部の燃料について燃料棒の形状を維持した状態で圧力容器内に

残存している可能性がある。このような損傷燃料の現実的な臨界評価を行う目的で、燃焼履歴を考慮した、

燃料ピン毎の詳細な燃料組成データを、炉心管理コード CASMO-4/SIMULATE-3 により算出することを想

定している。損傷燃料の臨界評価では、主要な重核種および燃料棒内にその存在が期待される FP 核種の原

子個数密度を評価に用いることを予定しており、CASMO-4/SIMULATE-3 による核種毎の評価精度を確認す

る必要性が生じた。本稿では CASMO-4 を Phase3C に適用し、得られた重核種および FP 核種の原子個数密

度を他コード評価結果と比較することで、CASMO-4 で得られた原子個数密度を臨界評価に適用可能である

ことを示す。 

2. 評価 

CASMO-4 評価結果と Phase3C に参加した他コード評価結果平均値の比較例を図１に示す。比較の結果

CASMO-4 で評価された核種毎の原子個数密度は燃焼の進んだ燃料の長期冷却後の Gd-155 を除いて、他コ

ード評価結果平均値と概ね一致した。Gd-155 原子個数密度は過大評価となったが、これは先行核種である

Eu-155 の吸収断面積が適切でないため、燃焼の進ん

だ燃料では Eu-155 原子個数密度を過大評価するこ

とが原因である。Gd-155 原子個数密度の過大評価に

対しては、臨界評価において Gd-155 の中性子吸収効

果が過大とならないように、Gd-155 原子個数密度に

係数を乗じて補正した。 

3. 結論 

CASMO-4 で評価した核種毎の原子個数密度は、

Phase3C に参加した他コード評価結果平均値と同程

度であり、福島第一原子力発電所損傷燃料の臨界評

価に適用可能である。 
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図 1 原子個数密度比較結果(原子炉停止後 5 年時点) 

※)Gd155 について、先行核種
(Eu-155)吸収断面積不確
かさを考慮した補正済み。 
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